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要　旨

発電機励磁装置による電力系統安定度向上は，大きく分

けて，A過渡安定度向上，B中間領域（動態）安定度向上，

C電圧安定度向上に分類できる。本稿では，A，Bに関す

る最近の技術動向，制御装置のディジタル化による新方式，

新技術及びこれらの解析技術を中心に紹介する。

過渡安定度向上に有効な発電機励磁装置の励磁方式とし

て，三菱電機では，速応形ブラシレス励磁方式及び静止形

励磁方式を製作している。これらは系統構成や事故点によ

ってその効果に差異があるが，発電機電圧の大きな低下を

伴う事故時の安定度が問題となるような場合には，他励式

である速応形ブラシレス励磁方式の方が有利なことが多い。

一方，制御装置については，ディジタル機器が主流とな

ってきており，この特長を生かした中間領域の安定度向上

に効果がある新しい系統安定化装置（Power System

Stabilizer：PSS）の開発を行っている。本稿では，実用化

の段階にある方式として，複数入力PSSを発展させたもの

としてAファジー理論適用のPSS，B３入力PSSを，また

解析・シミュレーションでの検討段階の方式として，A非

線形補償形PSS，B関数形PSS等を紹介する。また，制御

装置がアナログ（連続系）からディジタル（離散系）へ変化し

たことに伴い新しく開発した設計及び解析技術ついても紹

介する。
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b離散系を考慮した設計手法 
b離散系制御装置を考慮した系統
解析・シミュレーションツール 

新しい理論を適用したPSS 
b複数入力PSS 
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・・・至近端事故に有効 
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発電設備は，ボイラ・タービンの制御装置による周波数，過渡安定度向上，発電機の励磁制御による電圧安定度，過渡領域及び中間領域（動態）
の安定度向上に有効である。特に発電機励磁装置に関しては，制御装置のディジタル化によって新しい系統安定化装置（PSS）の開発及び離散系
を考慮した設計手法，解析・シミュレーションツールを開発している。

発電機励磁装置による電力系統安定度向上技術


